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幼児の 自己 主張能力 に関す る保育者の 意識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 太 　田　節　子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （日本音楽学校）

は じめに

　 「了どもの権利条約 」 に明記され て い る 「権利行

使 の 屯体 で あ る 子 ども」 は、子 どもの 成 長 ・
発達を

考え る うえで 注目すべ き子ども観で あ る。子どもが

権利行使 の 主体 とな る ため に保障され て い る権利 の

一
っ に第 12 条の 「意見表明権 」 が あ る 。 こ の 「意

見表明権」 を現実化 させ るた め に 必要な資質能力 の

ひ とつ と し て 、「自己 主張能力」 があげ られ る 。 こ

の 能力 の 発達に は、教育や保 育の あ り方が密接に 関

係 し、 保育現場に おい て は 、 保育者の幼児へ の か か

わ りが、重要な要素 と考え られ る。

　 厂自己 主張 」 を とりあげ る 際 に 、硬貨 の 表裏 の ご

と く表 出す る語句 が、「自己抑 制 」 で あ る 。 こ の 両

者は、自己の 行動制御機能 として方向 を異 に す る対

照的な二 っ の 働 きで あ る が 故に （柏木 、1988、p，13）、

人 とかかわ る 場面 で は、調整を余儀な くされ る 場合

が 少なくない 。 子 どもが 両者をどの よう に調整 しな

が ら表出して い くか は、そ れを指導す る保育者の 両

者に対す る考え方や価値観、及 び 子 どもへ の か か わ

りが深く関係す る と考 え られ る 。

　 我が国 の 歴史を顧みた場合 、次 の 二 点 が指摘 で き

る 。 第
一・に、集 団行動 を と る 場合、「人 と人 と の 和 」

を重視 して きた こ とで あ る （島崎、1991 年、p．143）。

個の 重視を叫ばれ て 久しい 昨今であ っ て も、そ の伝

統的風 上 は 、多 くの 人 間 の 根底 に 住 み着 い て い る と

窺われ る。そ れは、保育の 世界に あ っ て も例外とは

い えな い （澤田 ・村上、1989、p．214、東 ・
野辺地、

1992、p．65）。
「和 」 の 性格 に も様 々 考 え られ るが 、

な か ん ず く こ の 場合 の 「和 」 は 、「が ま ん 」 や 「忍

耐」 を重視 し た 、 或い は衝突 の 少ない （衝突を超え

た とは い えな い ） とい う意味 で の 受動的な 「和 」 で

あ る。前々 回の 調査 （1997 年、50 回大 会発表）で

も、保蒔者の 受動的 「和 」 を重視す る意 識は、保育

施 設及 び保育者 の 保育経験、年齢 を問わず、調査対

象の保育者ほ とん ど に お い て み られ た。また前回の

調査 （2000 年、53 回大会発表 ）で も、保育者養成

校 の 学生 の 多 くの 意識 に 受 動 的 「和 」 を 重 視 す る 精

神風 土 との 関連 が み られた。第二 に、一
般民衆が権
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「自己主張 」 に 関する意識

　最初 に保育者 に対 して
、

「自己主張 」 に 関 して どの

ような意識をも っ て い る の か を 質問 した 。 こ の結果、

次 の 3点 につ い て 下記 の ような点を指摘 する こ とが

で きる 。

　 （1 ）「自己主張 」 と 「他 者 との 協調 」

　 （2 ）「 自己主張 」 と 「権利 の 主張 」

　 （1 ）の 点 に っ い て 明 らか な こ とは 、「自分 の 考

えを 主張 しあ っ たと して も、人 と人 との 和 は保 つ こ

とがで きる」 とい う項 目に対 して、それを肯定 した

保育者 の 比 率 が 8 割弱 い る の に もか か わ らず、「協

調性 と自己ギ張 が強 い こ とは、一
人 の 人間 の なかで

両立する 」 の項 目を肯定 した保育者の 比率が 5割弱

で あ っ た 。 両者 の 項 目の 内容は 類似 の 性 格 と考 え ら

れ る に もか か わ らず、回答比率に 3 割程 度 の 差異が

み られ る こ とは、「自己 主張 」 と 「他者 との 協調」

の 関連 に 対す る保育者の 意識が確定 して い な い こ と

が 推測で きる 。

　 （2 ）の 点に つ い て 明 らかな こ とは、「人 の 権利

は 主張すべ きで ある」 の 項 目に対 して 、肯定 し た保

育者の 比 率 が 7 割で あ る の に も か か わ ら ず、「権利

を主張 しあ うと争 い が多 くな る 」 を肯定 した保育者

の 比率が 6割半 に ⊥ っ た こ とである 。 前述 の （1）

に お い て は、「自己主 張 と人 と人 との 和 」 の 両立 を

8 割弱 の 保 育者が 、
「自己主張 と協調性」 の 両 立を

5 割弱 の 保 育者が 肯定 して い る 。
「権利 の 主張 」 は

「自己 主張 」 の なか に含まれ る の で ある か ら、こ こ

で の 項目と （1）で の項 目の 回答は本来整合性をも

つ もの と考え られ る 。 調査結果に矛盾が み られ る こ

とは、自己主張 の なか の 「権利 の主張 」 に つ い ては、

単な る自己 主 張 とは異な る意識 が 働 い て い る こ とが

窺われ る 。

児期で あ っ て も 、 自分を主張す る こ と を大切 に そ だ

て る方が よい 」 の 項 目に対 して、それ を肯定 した保

育者 が 6 割強で あ っ た 。 こ の こ と か ら、多 くの 保育

者 が、幼児期か ら自己主張能力 の 育成 に積極的

である こ とが推 し測れ る 。

　 （2 ）の 点 に っ い て 明 らか な こ とは 、「権利 を形

成 する諸概念 」 を重視 する こ とに 関 しては 、 幼児期

か ら育成する必要を肯定 した保育者が 圧倒的に多い

こ とで あ る 。 なか で も、「善悪 」、「平等 」、「公 平 」

を熏視 する こ とは、 10 割弱から 7割強 の保 育者が

肯定 し、「正義 」、「自由」 に 関 しても、共に 7割弱

の 保育者 が 肯定 して い る 。

一
方、「権利 」 を 重 視す

る こ との 育成に 関 しては、3 割半 の 保育者が 肯定 し

た に 過 きない 。 残 りの 4 割強の保育者は、小学校か

らの 必要を肯定 し、 2 割弱 の 保育者 は 中学校 か らを

肯定 して い る 。 また、「論理 的凵 語表現 能力 」 に 関

して は 、幼児期か ら育成す る 必要を 肯定 した保育者

は 、 3 割強 で あ り、小学校 か らの 育成を肯定 した保

育者は 、 6割で あ り、中学校か らの 育成を肯定 した

保育者 は、 1 割弱 で ある 。 こ の こ とか ら、「権利 を

形成する諸概念」 を重視する こ とに 関 して幼児期か

ら育成す る 必 要 が あ る こ と を肯定 した 保育者は、す

べ て の 概念 に対 して 非常に高比率で肯定 して い る の

に対 して 、そ の 概念 の 実現 を保 障す る 「権利 」 を重

視 す る こ との 育成に 関 して 、積極的な保育者が 多 く

はない とい う こ とが推測 で きる 。 また、自己主張能

力 を権利行使能力 の ひ とつ として 捉えた場合に 重 視

される 「論理 的口 語表現能力 」 に つ い て も、幼児期

に育成の 必 要がある と考え る保盲者が 多くは な い と

い う こ とが指摘で き る 。

　以上、一
部 要約 として まとめた 。 大会当日で 詳細

の 発表 と考察 を加 え る 。

「幼児の 自己主張能力の 発達」 に 関する意識

　次 に 「幼児 の 自己主張能力の 発達 」 に 関し て 、 保

育者が どの よ うな意識 をも っ て い るか を質問 した 。

こ の 結果次の 2 点に つ い て 下記 の よ うな点 を指摘す

る こ と が で き る。

　 （1）自己主張能力育成の ための 教育的援助

　 （2 ）「権利 」 と 「権利 を形成す る諸概 念 」

　 （1 ）に つ い て 明 ら か な こ とは、「自分 を 主張 す

る能力は、幼児期か ら育て る必要があ る」 の 項 日に

対 して、そ れ を肯定 した保育者が 8 割強で あ り、「幼
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